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平
成
十
八
年
度

　
　
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

　
第
二
回
天
砂
土
東
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
総
会
が
当
事
務
所
に

お
い
て
、
五
月
十
六
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
武
藤
　
勇
氏
（
堀
崎

自
治
会
長
）
を
議
長
に
選
出
し
、

十
七
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

十
八
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、

並
び
に
会
則
の
一
部
改
正
案
に
つ

い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
挨
拶

大
砂
土
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
榎
本
　
房
雄

　
一
昨
年
策
定
さ
れ
た
大
砂
土
東

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
の

　
「
地
域
福
祉
行
動
計
画
」
に
基
づ

く
活
動
が
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
た
び
定
期
総
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
事
業
計
画
を
別
表
の
よ

平成18年度事業計画

う
に
定
め
ま
し
た
。

　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て

の
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、
未
だ

手
探
り
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
が
、
地
区
住
民
の
「
ふ

れ
あ
い
」
を
大
切
に
し
、
サ
ロ
ン

活
動
に
力
を
入
れ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
実
施
し
た
子
育
て

サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
の
事
業

と
し
て
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
お
お

わ
だ
（
仮
称
）
」
が
当
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
所
と
同
じ
場
所
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は
そ

ち
ら
に
お
任
せ
す
る
考
え
で
す
。

　
子
供
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者
を

含
む
地
域
住
民
の
誰
も
が
声
を
掛

け
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大

砂
土
東
地
区
を
目
指
し
て
活
動
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
区
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

項　目 事　業　内　容
地域福祉行動

計画に基づく

地域福祉事業

の推進

○ふれあいサロンの実施：４回予定

○広報紙の発行：２回発行

　　　　　　　　　（全戸配布）

○会食サービスの充実

　　ボランティアグループ

　　　つくしの会（大砂土東公民館）

　　ボランティアグループ

　　　アップルの会

　　　　（束大宮コミュニティセンター）

　　毎月１回（８月を除く）

○敬老福祉週間行事（敬老会）の

　　実施：９月

○宅配食事サービスの協力

○ふれあいフェアー参加

募金活動推進 ○赤十字募金：５月

○さいたま市

　　社会福祉協議会賛助会費：７月～

○赤い羽根共同募金:10月

○街頭募金の実施:10月２日

　　　　　(大和田駅および東大宿駅)

○歳末助け合い募金:11月

ボランティア

活動の推進

会食サービスボランティアについて

研修および意見交換を実施する
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事
業
部
　
数
馬
　
史
彦

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
だ

け
自
立
し
た
生
活
を
営
み
、
よ
り

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
見
沼
区
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
、

三
月
十
五
日
、
大
和
田
・
島
・
堀

崎
地
区
の
皆
様
を
対
象
に
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
を
当
地
区
社
協
広

間
で
、
三
月
二
十
三
日
、
束
大
宮

地
区
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
東
大
宮
自
治
会

館
ホ
ー
ル
で
間
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
名

　
（
男
性
三
名
、
女
性
三
十
二
名
）
、

お
よ
び
二
十
六
名
（
男
性
六
名
、

女
性
二
十
名
）
で
し
た
。

　
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
一
部
で
は
支
援
セ
ン
タ
ー

の
「
お
た
っ
し
や
隊
」
に
よ
る
「
お

た
っ
し
や
劇
」
で
健
康
管
理
や
悪

質
販
売
業
者
対
策
な
ど
を
勉
強
し

た
あ
と
、
簡
単
な
健
康
体
操
を
行

い
、
二
部
で
は
白
内
障
・
マ
ヒ
・

関
節
拘
縮
の
疑
似
体
験
や
隠
れ
脳

梗
塞
テ
ス
ト
な
ど
、
二
時
間
あ
ま

り
を
有
意
義
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

下
に
そ
の
要
約
を
記
し
ま
す
。
今

年
度
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
　
　
回
答
者
六
十
一
名

　
　
　
　
（
一
部
重
複
回
答
あ
り
）

質
問
一

質

問②①

一一

③②①

　
サ
ロ
ン
の
継
続
を
希
望

　
し
ま
す
か
？

希
望
す
る
　
　
五
十
三

希
望
し
な
い
　
　
　
○

　
サ
ロ
ン
に
希
望
す
る
も

　
の
は
何
で
す
か
？

友
達
つ
く
り
　
　
三
一

教
養
を
深
め
る
　
二
九

趣
味
の
広
場
　
　
二
三

質
問
三
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ

　
　
　
　
た
ら
、
参
加
し
て
み
た

　
　
　
　
い
で
す
か
？

験

。⑦⑥⑤④③②①
　
お
し
ゃ
べ
り

　
講
演
会

　
囲
碁
将
棋

　
コ
ン
サ
ー
ト

　
趣
味
的
な
も
の

　
世
代
間
交
流

　
そ
の
他
と
し
て
、

軽
い
運
動
や
俳
句
」

一
五

二
九

　
三

二
〇

二
〇

十
一

体縮拘

「
高
齢
者
と
し
て
の
健
康
と

　
生
き
が
い
」

「
健
康
に
つ
い
て
の
お
話
」

「
カ
ラ
オ
ケ
、
日
曜
大
工
」

二
人
暮
ら
し
な
の
で

　
友
達
が
欲
し
い
」

等
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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詣
和
一
が
息
ａ
ｌ
ｓ
の
ぷ
収
あ
ａ
套
責
ｊ
～
４
４

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
▽
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
、

ふ
れ
あ
い
会
食
サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
月
一
回
、
二

つ
の
会
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
「
つ
く
し
の
会
」
に
よ

る
も
の
で
、
毎
月
第
三
月
曜
日
、

大
砂
土
束
公
民
館
が
会
場
で
す
。

お
お
む
ね
大
和
田
、
島
、
尼
崎
地

区
の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
ア
ッ
プ
ル
の
会
」

に
よ
る
も
の
で
、
毎
月
第
四
火
曜

日
、
東
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
東
大

宮
一
丁
目
～
七
丁
目
の
方
を
主
な

対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
歌
や
器
楽
の
演
奏
・
腹
話

術
や
ら
お
茶
会
な
ど
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
の
こ

も
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
回

り
の
人
だ
ち
と
会
話
を
交
し
な
が

ら
の
会
食
に
、
お
年
寄
り
の
方
た

ち
、
大
満
足
の
よ
う
で
す
。

　
一
例
と
し
て
、
東
大
宮
の
会
場

で
は
六
月
に
は
見
沼
区
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
食
事
の
前
に
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

　
「
夏
の
健
康
管
理
」
と
題
し
て
、

保
健
師
さ
ん
か
ら
食
中
毒
防
止
等

の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課
長
さ
ん
か
ら
、
平
成
十
八
年
度

中
の
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故

死
の
実
例
に
も
と
づ
く
交
通
安
全

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
軽
妙
・
洒

脱
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
司
会

に
乗
っ
て
、
若
い
頃
覚
え
た
歌
な

ど
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
童
心
に
返

っ
て
は
し
や
ぐ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
会
食
へ
の
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
民
生

委
員
ま
た
は
当
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
（
電
話
　
六
八
七
一
七
九

三
五
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
乞
う
！
ご
一
報
。

つくしの会　会食風景

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
宮
東
警
察
署
交
通

長
さ
ん
か
ら
、
平
成
十
八
年
度

アップルの会　会食風景

公
民
館
で

　
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

従
来
か
ら
の
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
方
へ
の
『
介
護
給
付
』

に
加
え
、
新
た
に
『
介
護
予

防
事
業
』
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
介
護
を
必
要
と
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
予
防
事

業
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
『
介
護
予
防
事
業
』
に
は
、

①
元
気
な
高
齢
者
の
方
二

般
高
齢
者
）
を
対
象
と
す
る

事
業
と
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

少
し
虚
弱
な
方
を
対
象
と
す

る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
高
齢
者
対
象
の
事
業

は
公
民
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、

講
座
系
の
高
齢
者
学
級
と
運

動
系
の
高
齢
者
健
康
体
操
教

室
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
大
砂
土
東
公
民
館
で
は
、

概
ね
六
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
、
七
月
十
四
日
か

ら
九
月
十
五
日
の
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
、
毎
週
金
曜
日

に
高
齢
者
学
級
『
シ
ニ
ア
堡
懲

～
健
康
づ
く
り
・
生
活
向
上
・

生
き
が
い
発
見
～
を
開
催
し

て
い
宋
百
。
　
（
別
表
の
と
お
り
）

　
ま
た
、
来
年
一
月
十
一
日

か
ら
三
月
十
五
日
の
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
、
毎
週
木

曜
日
に
『
笑
顔
で
ほ
の
ぼ
の

健
康
体
操
』
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
健
康
・
肩
こ
り
・
転

倒
予
防
の
た
め
の
体
操
で
す
。

　
詳
し
く
は
十
二
月
公
民
館

報
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
大
砂

土
東
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　笑顔でほのぼの健康体操

～転倒一肩こり・腰痛防止体操～
シニア学級、健康づくり・生活向上・生きがい発見

　　～楽しく集い、楽しく学ぶ「ふれあい広場」～

回 日　程（木曜） テ　　ー　　マ

１ １月１１日 フィンガー・にこにこ体操・つなひき体操

２ １月18日 フィンガー・にこにこ体操・かぞえうた体操

３ １月２５Ｆﾖ フィンガーペここにこ体操・ひらがな体操

４ ２月　１目 フィンガーづここにこ体操・いきいき体操

５ ２月　８日 フィンガー・にこにこ体操・椅子体操

６ ２月15日 フィンガーペここにこ体操・歌体操

７ ２月22日 フィンガー・にこにこ体操・啄下（えんげ）体操

８ ３月　１日 フィンガーりここにこ体操・ニギニギ体操

９ ３月　８目 フィンガー・にこにこ体操・ころばん体操

10 ３月15日 フィンガーりここにこ体操・操体法

□
時
　
間
　
午
後
一
時
か
ら
三
時

□
対
象
／
定
員

高
齢
者
（
概
ね
六
十
歳
以
上
）

二
十
名

回 日　程（金曜） テ　　ー　　マ

１ ７月14日 介護保険制度の話

２ ７月21日 理想的な健康管理を求めて

３ ７月28日 考え直したい食生活

４ ８月　４日 心の健康
５ ８月１１日 自分の体の健康維持について

６ ８月18日 健康についてのまとめ
７ ８月24日(木曜) 自分史を作る①講義
８ ９月　１日 自分史を作る②実作指導
９ ９月　８日 自分史を作る③実作指導
10 ９月15日 自分史を作る④実作指導

□
時
　
間
　
十
時
か
ら
十
二
時

□
対
象
／
定
員

高
齢
者
（
概
ね
六
十
歳
以
上
）

三
十
名
（
先
着
順
）
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地
震
の
マ
ヴ
二
千
ュ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

●●●

　
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
と
書
く
こ
と
に
し
●

ま
す
）
と
は
、
地
震
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
地
殻
の

畑几瀋加法紅涙ﾐこ胆t回
ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
そ
の
対
数
を
取
っ
て
表

し
た
も
の
で
す
。

　
地
震
の
場
合
、
Ｍ
が
Ｉ
だ
け
違
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

約
三
〇
倍
も
違
い
ま
す
。
Ｍ
七
の
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

Ｍ
六
の
地
震
三
〇
回
分
に
相
当
す
る
わ
け
で
す
。
Ｍ
八
、

つ
ま
り
Ｍ
が
二
違
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
三
〇
を
二
回
か
け

た
大
き
さ
で
、
Ｍ
六
の
地
震
の
ほ
ぼ
一
千
回
分
に
な
り
ま

す
。

　
と
こ
ろ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
三
〇
倍
な
ら
震
度
（
揺
れ
の

大
き
さ
）
も
三
〇
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
雑

把
に
言
え
ば
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
壊
れ
た
地
殻
の
面
積

に
比
例
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
Ｍ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

は
強
く
揺
れ
る
地
域
の
面
積
が
広
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
最
大
の
震
度
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
被
害
の
範
囲

が
広
く
な
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
震
源

が
深
い
場
合
や
遠
い
場
合
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
広
い
範
囲
に

分
散
す
る
の
で
、
震
度
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
震
源
が
浅
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4
　
●

狭
い
け
れ
ど
も
、
局
地
的
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
り
●

し
ま
す
。
兵
庫
県
南
部
地
震
や
中
越
地
震
が
そ
う
で
し
た
。
●

●
●
一

い
わ
ゆ
る
直
下
型
地
震
で
は
大
き
な
震
度
の
範
囲
は
い

・
・
●
●
●

　
大
砂
土
束
地
区

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
案
内
図

　
当
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
い
で
の
方
は

左
の
地
図
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
　
　
（
電
話
　
六
八
七
１
七
九
三
五
）

　
ワ
寄
付
の
お
礼
ワ

　
以
下
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
当
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営
の
た
め
に
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヽ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
砂
土
東
公
民
館
の
つ
ど
い

　
実
行
委
員
会
様
よ
り

　
　
ス
‥
）
二
、
四
七
六
円

民
生
委
員
の
柳
沼
君
代
様
よ
り

　
　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、

　
　
グ
ラ
ス
な
ど

民
生
委
員
の
奈
良
部
様
よ
り

　
　
タ
オ
ル

八
光
建
設
様
よ
り

　
　
タ
オ
ル




